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主体的に学習に取り
組む態度

主体的に学習に取り組
む態度

令和４年度全国学力・学習状況調査(生活習慣や学習環境に関する質問紙調査)結果では、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取
り組んでいましたか」「分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか」「話し合う活動を通
して、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」といった質問に対する肯定的な回答は90％以上であった。引き続き、
ICT機器も効果的に活用した「さいたま市『アクティブ・ラーニング』型授業」を行うことで、児童の主体的・対話的で深い学びを取り入
れた「さいたま市『よい授業』」を展開していく。

3月10日

成果指標に対する達成状況 次年度への課題と改善策

思考・判断・表現 思考・判断・表現

中学年は思考・判断・表現に該当する「活用問題」の正答率が高いが、学年が上がるにつれ正答率が大きく下がっている。その一因とし
て、問題を正確に読み取る力、「読解力」が根底にあると考えられる。そのため、学習活動全般において主体的に読む活動を取り入れた
り、解法の根拠となる文献や図表、データ等から答えを導いていく力を育てたりすること等を通して読解力の向上を図っていく。

知識・技能 知識・技能

中学年は比較的知識・技能の学習内容が定着しているようだが、学年が上がるにつれ基礎的・基本的な知識・技能の定着に課題が見られて
いる。そのため、令和５年度は基礎学力タイム(業前活動)を年間１８回以上(前年度比１０回増)実施し、「課題克服応援シート」や
「MEXTCBT」、その他デジタル教材等を効果的に活用し、当該年度の学習内容及び既習学習のより一層の定着を図っていく。また、個人差
が大きいことから、『個別最適な学び』の実現のため、「指導の個別化」と「学習の個性化」を図り、個に応じた指導をより一層充実させ
る。

2月24日

小３ 小４

小５ 小６

8月23日 2月17日

全国学力・学習状況調査結果
さいたま市学習状況調査結果・分析

全国学力・学習状況調査結果・分析

思考・判断・表現

R3年度全国学力・学習状況調査の自校結果より算数の「思考・判
断・表現」において1.5pt向上させる。（令和４年度全国学力・
学習状況調査の国語・算数・理科の「思考・判断・表現」におい
てさいたま市平均を上回る。）

小グループで考えを伝え合う時間を設定したり、オクリン
ク等のプレゼンテーションソフトを活用したりすることで
豊かな表現力を養う。また、他者の意見と自身の考えを比
較・検討する習慣を身に付けさせることで深い学びにつな
げる。

思考・判断・表現

見直し無し

主体的に学習に取り
組む態度

令和4年度全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調査
「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいまし
たか」の質問項目において、肯定的な回答の割合を９３％以上に
する。

「さいたま市『アクティブラーニング』型授業」を通し、
主体的・対話的で深い学びにつなげる。

主体的に学習に取り組
む態度

見直し無し

4月28日 9月2日

目標・策 中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

知識・技能

R3年度全国学力・学習状況調査の自校結果より国語・算数の「知
識・技能」において5pt向上させる。（令和４年度全国学力・学
習状況調査の国語・算数・理科の「知識・技能」において全国平
均を上回る。）

タブレット型コンピュータを活用して、習熟度に合わせた
個別最適な学びを実現する。

知識・技能

見直し無し

※評価

A ８割以上（達成） C ４割以上（あと一歩）

B ６割以上（概ね達成） D ４割未満（不十分）
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